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花
や
緑
楽
し
み
ス
ト
レ
ス
緩
和

鮎
鯛
耶
鯛
錯
講
義
や
蔓
。
作
り

園
芸
療
法
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

会
（
県
立
大
看
護
学
部
環

境
・
保
健
看
護
学
講
座
主

催
）
は
、
盛
岡
市
の
県
立

大
ア
イ
ー
ナ
キ
ャ
ン
パ
ス

で
養
護
教
諭
ら
約
3
0
人
の

参
加
で
こ
の
ほ
ど
開
か
れ

た。
兵
庫
県
立
大
大
学
院
緑

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
講

師
の
天
野
玉
記
さ
ん
（
臨

床
心
理
士
）
が
「
震
災
後

の
心
と
く
ら
し
の
回
復
に

向
け
て
」
と
題
し
講
義
。

一
コ
ッ
プ
の
中
の
水
を
例
え

∴
二
二
二
十

な
い
た
め
に
は
▽
水
を
減

ら
す
（
ス
ト
レ
ス
を
緩
和

す
る
）
▽
コ
ッ
プ
を
大
き

く
す
る
（
ス
ト
レ
ス
耐
性

を
高
め
る
）
－
と
い
う
両

面
が
大
切
と
指
摘
。

ス
ト
レ
ス
緩
和
の
た
め

に
は
呼
吸
法
、
動
作
法
、

ヨ
ガ
な
ど
。
ス
ト
レ
ス
耐

性
を
高
め
る
た
め
に
は

認
知
行
動
原
法
。
両
面
に

有
効
な
の
が
園
芸
療
法

だ。

「
花
や
緑
を
楽
し
む
こ

と
は
ス
ト
レ
ス
緩
和
に
な

り
ま
す
。
み
ん
な
で
作
業

を
す
る
こ
と
で
仲
間
意
識

が
芽
生
え
、
植
物
の
成
長

を
楽
し
む
と
い
う
未
来
志

向
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
よ
」
引
き
続
き
、
兵
庫
県
認

定
園
芸
療
法
士
の
上
地
あ

さ
ひ
さ
ん
を
講
師
に
ク
マ

ゴ
の
ポ
プ
リ
作
り
を
実

習
。
タ
マ
ゴ
の
殻
に
ポ
プ

リ
を
詰
め
、
色
と
り
ど
り

の
布
や
リ
ボ
ン
で
飾
る
。

そ
の
香
り
、
完
成
品
の
か

わ
い
ら
し
さ
、
共
に
作
る

楽
し
さ
が
、
園
芸
療
法
の

効
用
を
物
語
っ
た
。

翌
日
、
陸
前
高
田
市
の

高
田
一
中
仮
設
住
宅
集
会

所
で
「
虹
色
の
種
サ
ロ
ン
」

を
開
催
。
花
巻
市
東
和
町

の
園
芸
療
法
実
践
家
グ
ロ

ッ
セ
世
津
子
さ
ん
を
講
師

に
約
3
0
人
が
ハ
ー
ブ
の
手

浴
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、

茶
話
会
で
癒
や
し
の
ひ
と

と
き
。
「
気
持
ち
が
小
春

日
和
に
な
っ
た
」
　
「
久
々

に
花
、
春
に
喜
び
を
感
じ

た
」
と
好
評
だ
っ
た
。
サ

香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
ク
マ
ゴ
の
ポ

プ
リ
作
り
の
実
習
を
す
る
参
加
者


